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SAT大蔵経テキストデータベース
研究会の沿革
• 代表：下田正弘東京大学教授

• 1994年、東京大学文学部故江島恵教教授により開始。

• 1999年、故江島教授の逝去に伴い下田正弘同助教授（当時）
が代表を継承

• 2007年、テキストデータ完成
• 2008年、Webサービスの公開

• 2012年、Webサービスの大幅改訂
• 頁画像提示、英語対訳コーパスの提示機能等

• 2015年、Webサービスの大幅改訂、萬暦版大蔵経画像DB公開
• 日本撰述部の大規模校正、他の画像公開サイトとのディープリンク等

• 2016年、SAT大正蔵図像DB公開、萬暦版大蔵経POD販売開始



主なプロダクト
（ここの文脈でデジタルアーカイブに含まれるもの）

• SAT大蔵経テキストデータベース (SAT DB)
• 大正末～昭和初期に刊行された「大正新脩大蔵経」85巻分をデジタル
化。

• 1億字超の中国語・日本語等のテキストデータベースと全文検索・絞込
検索機能

• 仏典研究に有益な様々な機能を提供
• 他のWebコンテンツとの連携を重視

• ITLR (Indo-Tibetan Lexical Resources)
• ハンブルク大学との共同プロジェクト
• 世界各地の研究者のコラボレーションによるレクシコンの作成
• 様々なデータをつなぐ基盤となるデータ

• 萬暦版大蔵経画像データベース
• 東京大学総合図書館に所蔵されている、明代末に刊行された萬暦版大
蔵経を高精細画像として撮影しDeep Zoom形式でCC BYライセンスにより
公開。頁画像ごとのパーマリンクを付与。紙版をPODで販売開始。

• SAT大正蔵図像DB
• 大正新脩大蔵経図像編12巻分をデジタル化・タグ付け。
• IIIFを採用したCC BY-SAの画像データベース



SAT大蔵経テキストデータベース
http://21dzk.l.u-tokyo.ac.jp/SAT/satdb2015.php



ITLR
http://www.itlr.net/test.php?md=view



萬暦版大蔵経画像データベース
http://dzkimgs.l.u-tokyo.ac.jp/utlib_kakouzou.php



SAT大正蔵図像DB
http://dzkimgs.l.u-tokyo.ac.jp/SATi/images.php































SAT DBの主な相互連携
• 相互連携（先方からも同様のリンク等あり）

• コロンビア大学 Buddhist Canons Research Database
• 経典単位で漢訳中国大蔵経とチベット大蔵経をリンク

• 高麗大蔵経研究所（ソウル）
• 高麗大蔵経・大正新脩大藏經を経典巻単位でリンク

• 東京大学総合図書館
• 萬暦版大蔵経画像DBと経典巻単位でリンク

• 電子仏教辞典
• テクスト本文をドラッグすると最長一致で英語版電子仏教辞典の見
出し語と意味等を表示。

• ジャパンナレッジ
• テクスト本文をドラッグすると最長一致で仏教語大辞典の見出し語と
読み、ジャパンナレッジの当該単語頁へのリンクを表示。

• 公益財団法人仏教伝道協会
• 漢訳大蔵経と英訳大蔵経の対訳コーパスに基づいて文章単位での
相互リンクや英訳用例の検索機能を提供

• 日本印度学仏教学会
• 1987年から継続して作成されている専門分野論文書誌データベース
＋CiNii/J-Stage論文所在情報サイトを画面上で検索



他のコンテンツへの一方向リンク

•世界中のデジタル画像公開サイトにおける仏典画像
へ経典単位でリンクを表示（一部は経典巻単位）
• リンク先：

• 国立国会図書館、フランス国立図書館、英国図書館、国文学研究
資料館、早稲田大学、HathiTrust、e国宝、龍谷大学、立命館大学、
CADAL、東京大学、京都大学、ケンブリッジ大学等

• このリンクがなければ、すべてのサイトを各ユーザが見て
回らなければならない。

• ⇒一部の機関がIIIF対応を始めているので、こちらの表示
システムもIIIFへ移行中。

•専門分野論文書誌データベース（ハレ大学）

• CiNii（論文書誌情報検索）、CHISE（漢字情報検索）等





POD版の刊行

•萬暦版大蔵経に関して、プロジェクト内で版下を作
成し、Amazon、Honto等でプリントオンデマンドの
販売を開始。

•紙媒体での利用を希望する人向け。
• ページ番号で参照したがる人もいる。

• プロジェクトとしては利益を出さないようにして、実
費のみで提供。
• 通常の影印版に比較してかなり安価に提供。

• 紙質、印刷の質はそれほど高度ではないがある程度の実用
には耐え得る。

•徐々に売れている模様。



研究活動としての展開

•個別発表
• デジタル系・デジタル学際系学会

• 情報処理学会（人文科学とコンピュータ研究会・じんもんこん
シンポジウム）

• Alliance of Digital Humanities Organizations (ADHO)

• 専門分野（仏教）系学会
• 日本印度学仏教学会、日本宗教学会、International 

Association for Buddhist Studies

•パネル発表
• 日本印度学仏教学会、東方学会、ADHO

• その他、各地のシンポジウムで招待講演



近年の科研費取得状況
• 「デジタル化」のプロジェクトではなく「デジタル化の研
究」のプロジェクトとして展開しているもの
• 2015-2019 科研費基盤研究(S)

• 「仏教学新知識基盤の構築―次世代人文学の先進的モデルの
提示」

• 2010-2014 科研費基盤研究(A)
• 「国際連携による仏教学術知識基盤の形成 ― 次世代人文学
のモデル構築」

• 2008-2009 科研費萌芽研究
• 「次世代新大蔵経編纂スキームの構築」

• データベース科研
• 2015 「ＳＡＴ大藏經テキストデータベース圖像編」

• ※他のプロジェクトとの連携によってコンテンツの厚み
を増しているため、実際にWebサービス全体にかかっ
ている費用はこの限りではない。



デジタルアーカイブ関連の国際
標準への成果の反映
• Unicode (ISO/IEC 10646)への反映

• 悉曇文字の異体字の符号化（登録） Unicode8.0

• 仏典外字漢字2800字超の符号化 Unicode10.0 （予定）

• Text Encoding Initiative (TEI)への対応
• TEI Consortium におけるEast Asian/ Japanese SIGの設置

• 日本語・漢字文化圏のテクストをより適切に扱えるようにする

• IIIF Consortiumへの加盟
• 加盟したのは東京大学大学院人文社会系研究科次世代
人文学開発センター人文情報学拠点だが、加盟の基礎に
なっている活動はSATプロジェクトによるもの。



利活用促進の例：利用者講習会

• 利用方法の詳細についてハンズオンで解説。
• 集まった聴衆に応じた活用例を提示。

• アンケート用紙に記述してもらう形で利用者の声・要望
も同時に収集。

• 各地で開催してきている。
• 国内

• 北海道大学/東京大学/京都大学/駒沢大学/大正大学/大谷大学
/国際仏教学大学院大学/浄土宗総合研究所/浄土真宗本願寺派
研究所/曹洞宗総合研究センター/真宗大谷派しんらん交流館/全
日本仏教会事務局

• 海外
• UCB/UCLA/ミシガン大学/ブリティッシュコロンビア大学/ライデン大
学/ラトガーズ大学/浙江大学





活用例：アクセスログ（総計）



活用例：アクセスログ（国別１）



活用例：アクセスログ（国別２）







他分野からの利用例（１）

• 論文・エッセイ・発表等
• 池内有為「オープンサイエンスの論点 Research Data Alliance第7回総会の議
論と日本の趨勢」『情報管理』 2016.7. vol. 59 no. 4, p. 241-249.

• 田中政司「ジャパンナレッジの挑戦：電子レファレンスツールの可能性」『情報
管理』 Vol. 59 (2016) No. 3 pp. 172-180.

• 生駒哲郎「大正新脩大蔵経テキストデータベース」『日本歴史』2010年1月号, 
日本歴史学会編集, 吉川弘文館, pp. 122-123.

• 小口雅史「世界中に散らばった吐魯番出土文字資料断片を繋ぐ！」『科研費
NEWS』2013 Vol.3, p. 4.

• Yokota-Carter, Keiko, 「Hathi Trust Research Center 101 : promoting Japanese 
studies in global digital environment」The 27th annual conference of the EAJRS, 
Leiden University, 2016/9/14-17.

• 楊暁捷 基調講演「デジタル時代と古典研究 ―画像資料のあり方を手がかり
に―」 大規模学術フロンティア促進事業「日本語の歴史的典籍の国際共同研
究ネットワーク構築計画」第２回 日本語の歴史的典籍国際研究集会プログ
ラム, 国文学研究資料館, 2016/7/29-30.

• 山本聡美「病草紙― 内なる異界としての身体―」 同上
• その他、確認中



他分野からの利用例（２）

IIIFの公式サイトにて、
IIIFの活用事例として
ショーケースに掲載




